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就学先を選ぶ
キーワード
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「共生社会」とは、これまで必ずしも十分に社会
参加できるような環境になかった障害者等が、
積極的に参加・貢献していくことができる社会で
ある。それは、誰もが相互に人格と個性を尊重
し支え合い、人々の多様な在り方を相互に認め
合える全員参加型の社会である。このような社
会を目指すことは、我が国において最も積極的
に取り組む課題である。

共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育
システム構築のための特別支援教育の推進
（報告）概要

文部科学省 平成24年7月23日

学校では・・・
●基本的な方向性としては、障害のある子どもと障害の
ない子どもが、できるだけ同じ場で共に学ぶことを目指す
べきである。その場合には、それぞれの子どもが、授業
の内容がわかり学習活動に参加していける実感・達成感
を持ちながら、充実した時間を過ごしつつ、生きる力を身
に付けていけるかどうか、これが最も本質的な視点であり、
そのための環境整備が必要である。

（２）インクルーシブ教育システム構築のための特別教育の推進より 文部科学省
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４ 就学までの流れ

３ 学びの場の特徴

キーワードと本日の内容
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通
常
の
学
級

（
知
的
・
自
情

等
）
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教科学習を個別
指導する教室で
はありません
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週時数の

半分以上、
特別支援学
級で過ごす
お子さまが
対象です
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R5年度あおば支援学校 小学部１・２年生
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学校訪問に備えて

 幼稚園・保育園      小学校  

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フ リ ガ ナ 

子どもの名前 

                性別 

          

（  ） 
生年月日 平成  年  月  日 

保 護 者 名  
保 護 者 

連 絡 先 
 

住  所  熊本市    区          

在 籍 園  
在 籍 園 

連 絡 先 
 

記 入 者  記 入 日 
令和  年  月  

日 

 

   熊本市教育委員会総合支援課 

このシートは、お子さんに必要な支援内容や方法などについて

就学先の学校に伝える際に活用するものです。 

在籍する幼稚園・保育園の先生と保護者が一緒に記入し、保護

者の方が直接、または幼稚園・保育園の先生を通して就学先へお

渡しください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

お 子 様 
フリガナ  性別 生 年 月 日 年齢 

名 前 
 

男・女 平 成  年  月  日 
  

歳 

住所 
（〒    －     ） 
 熊本市 

保 護 者 
氏 名 

 続 柄 
連絡先 

電話番号 

自 宅  

 緊急連絡先 

（携帯等） 

 

 

 
 
私は、以下の内容を了解し、関係機関（医療・保健・福祉・教育領域）に相談する場合に使用することに

ついて同意します。 
 
 
令和  年  月  日 保護者氏名                

 

幼稚園・保育園記入欄 

記入年月日 
   令和   年   月   日 記入 

記入者名 

園名 

 

連絡先電話番号 

相談・療育・医療機関記入欄 

記入年月日 
   令和   年   月   日 記入 

記入者名 

機関名 

 

連絡先電話番号 

※年齢は記入日現在 

熊本市教育委員会総合支援課 

（熊本市東区発達支援ネットワーク会議作成） 
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内 容時期
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